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      ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時   開会 

○議長（百武辰美君）  

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから令和３年第１回波佐見町議会臨時会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりです。 

 これから議事に入ります。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（百武辰美君）  

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第125条の規

定により、7番 横山聖代議員、8番 三石 孝議員を指名します。 

      日程第２ 会期の決定 

○議長（百武辰美君）  

日程第２ 会期の決定の件を議題とします。お諮りします。本臨時会の会期は本日１日間

としたいと思います。ご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君）  

異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間と決定しました。 

日程第３ 提案要旨の説明 

○議長（百武辰美君）  

 日程第３ 提案要旨の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 皆さん、おはようございます。本日ここに令和３年第１回波佐見町議会臨時会を招集いた

しましたところ、議員の皆様には御健勝にて御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。 

令和の時代も３年に改まり、議員の皆様におかれましては、それぞれに輝かしい新年を迎え

られたこととお慶び申し上げます。新型コロナウイルス感染については、昨年12月から第３
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波の波が大きくなり、人口が集中している都心はもとより長崎県におかれましても、増加の

傾向が見られています。本町におかれましても、12月末から感染者発生の連絡が県からあり、

町としても緊急の対策本部を招集し、対策会議を開催したところであります。感染の拡大に

伴い、３日の成人式を始め、消防出初式、町内一周駅伝大会の開催を中止の決断をいたしま

した。これまでにない感染拡大を受け、政府は１月７日と11日に九州では福岡県を含む都府

県に対し緊急事態宣言を発出し、長崎県においても県外との不要不急の往来を控えるよう要

請する特別警戒警報が発令されました。本町でも今後さらなる警戒をしていくと共に国や県

が発出する情報にも注視し、呼応する対策も必要があると考えております。感染者の増加次

第では、医療のひっ迫も身近なものとして大変心配されますが、感染関係の医療に従事され

ている全ての皆様方に深く感謝を申し上げますと共に感染された方々の一刻も早い回復を願

い、これまで以上に町民の皆様方にも感染予防のご協力をいただきますよう願うものであり

ます。本臨時会におきましては、新型コロナウイルス感染に対する対策を実施するために、

急を要する事項の予算化も提案いたしますので、ご理解を賜りたいと考えております。 

 それでは、本臨時議会に提出しました議案の要旨についてご説明いしたします。 

 議案第１号 令和２年度波佐見町一般会計補正予算 第７号は、新型コロナウイルス感染

対策および庁舎建設事業に関連するものが主なもので、歳入歳出予算の総額に2,700万円を

追加し、補正後の予算総額を112億6,900万円とするものであります。歳入では地方交付税、

国庫支出金の増額、歳出では新型コロナウイルス感染症ワクチン接種体制確保事業、庁舎建

設に関連する用地取得費等の増額が主なものです。 

議案第２号 専決処分の承認を求めることについては、地方税法等の一部改正に伴い、関

連する条例等の改正が必要となり、波佐見町国民健康保険条例等の一部を改正する条例によ

り12月28日付けで専決処分したため、これを報告し承認を求めるものであります。 

議案第３号 町内小中学校ネットワーク整備工事請負契約の変更については、11月２日

に契約締結をした工事契約に変更が生じ請負契約額を変更するため承認を求めるものです。

以上でありますが、詳細についてはご審議の折に説明いたしますので、何卒慎重にご審議の

上、適正なる決定を賜りますようお願いいたします。 

日程第４ 議案第１号 令和２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号） 

○議長（百武辰美君）  
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日程第４ 議案第１号 令和２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号）を議題とします。

本案について内容説明を求めます。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（藤澤英忠君） 

 議案第１号 令和２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号）について説明をします。歳

入歳出予算の補正ですが、総額に歳入歳出にそれぞれ2,700万円を追加し112億6,900万円と

なります。繰越明許費ですが、地方自治法第213号第１項の規定により、翌年度に繰り越し

て使用することのできる経費は、第２表の繰越明許費によります。債務負担行為の追加につ

いては、第３表 債務負担行為補正によります。今回の補正で主なものは、新型コロナウイ

ルス感染症のワクチン接種に向けた準備のための所要額や新庁舎建設に伴う用地購入及び物

件補償費、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い飲食店を支援するための所要額を計上して

います。４ページをお願いします。第２表 繰越明許費ですが、新庁舎建設事業の一部につ

いて、年度内の事業完了が困難であるため次年度への繰越明許費として措置するもので、金

額は9,700万円としています。５ページをお願いします。第３表 債務負担行為の補正です

が、伝習館指定管理業務委託料について、期間を令和３年度から５年度まで限度額を817万

5,000円として追加しております。次に歳入の補正について説明します。８ページをお願い

します。10款 １項 地方交付税については、特別交付税の交付決定見込み額増により

1,900万円を計上しております。次に９ページをお願いします。14款 ２項 ３目 衛生費

国庫補助金ですが、新型コロナウイルス予防接種体制確保事業費として800万円の増となっ

ています。歳出につきましては、それぞれの担当課から説明を行っています。 

○議長（百武辰美君） 総務課長。 

○総務課長（朝長哲也君） 

 それでは総務課関係をご説明いたします。10ページお願いします。２款 １項 13目電

算管理費の委託料でございます。こちらにつきましては、新型コロナワクチンの接種に向け

まして電算関係のシステムを改修する費用を計上させていただいております。以上、総務課

関係の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 庁舎建設推進室長。 

○庁舎建設推進室長（大橋秀一君） 

 それでは庁舎関係の補正予算の説明をさせていただきます。10ページをご覧ください。
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２款 １項 19目 新庁舎建設事業費、16節 公有財産購入費1,844万6,000円、用地購入

費、21節 補償、補填及び賠償金 55万4,000円、物件補償費。内訳としましては、用地購

入費、隣接駐車場計画地、約1,000平方メートルについて、地権者と交渉を進めておりまし

たが、事前協議が整いましたので、1,844万6,000円の補正予算を計上させていただきます。

21節 物件補償費につきましては、庁舎建設に関わる立竹木、庭木、及び工作物について

当初予算においては概算で積算しておりましたが、土地所有者の承諾を得て現地調査を行い、

詳細な数量を算定し積算した結果、55万4,000円の補正予算を計上させていただきます。以

上です。 

○議長（百武辰美君） 子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 子ども・健康課所管分を説明いたします。11ページをお願いします。４款 １項 ２目 

予防費に新型コロナウイルスワクチン接種の準備経費として、679万円を追加するものです。

主な内容としては、ワクチン接種用の予診票などの印刷費116万6,000円や接種券の作成発

送までの業務を委託するものとして委託料530万3,000円を計上しています。ワクチン接種

時期については、まだ確実な情報は入っていませんが、接種度の優先度に応じて、早ければ

２月から医療従事者、続いて高齢者、基礎疾患を有する人、一般の方と順次接種が開始され

るとされています。現在は町医師会と接種の方法などについて協議に入っており、国の情報

を注視しながら体制を整えるための準備を始めているところです。以上で説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 続きまして、商工観光課関連の補正予算の説明を行います。12ページをお願いいたしま

す。７款 １項 12節 委託料300万を計上しております。飲食店利用促進支援委託料とな

っています。財源としましては、その下にありますように新型コロナウイルス感染症緊急経

営支援給付金、20万円の給付金ですね。その執行残を組み替えて財源としております。内

容としましては、コロナ第３波により利用者が激減しています町内飲食店の支援としまして、

1,500円のクーポン券付チラシを配布しまして、町民の皆様に活用を促すものとしておりま

す。以上で説明を終わりますが、以上が令和２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号）の

説明であります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君）  
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 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

まず最初に４ページにあがっておりました繰越明許費について、ご説明の中では年度内に

困難ということで繰り越したというご説明ですが、なぜ困難なのかという内容のご説明がな

かったので、なぜ困難なのかというご説明をしっかりお願いいたします。あと、12ページ商

工振興費の中で今回飲食店の利用促進支援ということで、クーポン券の交付を自治会に加盟

している4,500世帯のほうに配布をと。素早い対応で私もびっくりしておりますけども、今

回、首都圏の緊急事態宣言においても飲食を伴う場所とかそういうところにターゲットを絞

って緊急事態宣言がなされておりますが、それに間髪入れずにこういう対応されたのは素晴

らしいことだとは思います。ただ、しかしですね。ここにあがっております委託料の300万

ですが、1,500円の4,500世帯、ざっと計算すると675万円ですね。計算するとそういうふう

になります。それを改めて300万をもって手続き的には観光協会がやるっておっしゃってま

すので、約一千万近くの事業というふうに理解することになります。しかし、県の新型コロ

ナ感染症総合センターがありますが、そこに確認しましたら、１月７日に県知事が地区別警

報を発令されています。その中では、県外に不要不急の往来を避けてくださいというのが一

つと長崎市での不要不急の外出を控えてください。人との接触を控えてくださいという内容

ですが、ここの相談センターに確認しましたら、そのときはすごく長崎市内の感染者が増え

たわけです。ですから、これは各市町における感染者の状況によっては、その市町のほうに

も同様の措置をとってもらいたいという意味合いも含めて言ってらっしゃるそうです。まし

て、今日の新聞に載っとりましたように飲食店のほうに緊急事態宣言を県知事のほうから国

に申し入れてくれというふうな状況であります。こういうふうな状況で、外出を控えてくだ

さいという県民に対する知事のアナウンスと。ここのクーポン券を配布されるのはそれ自体

は悪くはないですけど、移動を伴う飲食店に足を運んで食事とってくださいと。考え方によ

ればテイクアウトも利用できますということでございますが、この波佐見町においてテイク

アウトがどれくらいの利用者があったか、まだ馴染んでないんですよ。だから、よく言われ

るように、東京都の小池知事もおっしゃいますが、ブレーキとアクセルを一緒に踏んでいる

状態ですよ。果たしてこういう政策が正しいものか。そういうことを考えての政策としてこ
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こに予算化されていますが、実際のところ一千万近くの予算が税金が投入されるのであれば、

各戸の飲食店にコロナ対策のアクリル板とかを設置されているのが少ない。そういうのを設

置してもらうような名目で直接支援をしたらどうですか。波佐見町に感染者が出たすぐあと

に飲食店を僕12か13回りました。パタって動きがなくなったそうです。２割、３割の飲食店

が殆どですよ。クーポン券もらって行かれますかね。そこをしっかり考えた対応、政策を出

してもらわないと。一方ではブレーキ、一方ではやってください、店に行って食べてくださ

い。テイクアウトで持って帰ってくださいと、このアンバランスな政策はなんですか。お答

えをお願いします。町長。 

○議長（百武辰美君） 庁舎建設推進室長。 

○庁舎建設推進室長（大橋秀一君） 

それでは、繰越明許費について説明をさせていただきます。基本的には繰越の理由として

は、基本設計業務や用地補償の交渉の不足の日数を要したため、３月末までの年度内完了は

難しいことから執行を次年度に繰り越しをしようとするものでありますが、9,700万円の内

訳としましては、実施設計が約4,000万。実施設計につきましては、当初より年度をまたい

で設計を行おうと思っておりましたので、4,000万を繰り越させていただきたいと思います。

それと、土捨て場水路整備費約1,440万。これは前払金を除いた金額になるんですけど、こ

の部分に関しましても、この前６号補正でいただいて入札をする準備をしております。これ

も早く予算をつけていただいて、土捨て場の水路を整備して建設残土を埋めて駐車場とかに

利用するように考えておりますので、６号補正でいただいて繰越させていただく形になりま

す。あと用地購入費3,100万につきましては、いま交渉中なんですけど、一部地権者様から

オッケーいただいているところはあるんですけど、まだちょっと交渉中の部分もありまして、

まだ地権者さんのお考えもありますので、よそにおられてまだ交渉が上手くいっていないと

ころもありまして、工期の遅れというか用地交渉の遅れはあるんですけど、全体的には用地

交渉も段階を踏みながら進んでいる状態です。以上が繰越の9,700万の理由になります。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 おっしゃるようにブレーキとアクセルを一緒に踏んでいるんじゃないかということで言わ

れましたけど、まずこの事業費の部分、一千万とか言われましたけど、まず300万を組み替

えで計上しておりますけども、去年の６月にテイクアウトのコロナ対策のほうで補正予算を
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計上させていただいた一回目のクーポン券の事業、100円の５枚で500円クーポン券を配布し

ましたけども、その分の150万の予算に対して70万近くの金額しか執行がなかったものです

から、八十数万の執行残がありました。その執行残の分と今回20万の給付金の中からの組み

替えで300万で合計で三百八十数万円の計画としております。その中身としては、おっしゃ

るように1,500円の4,000世帯、自治会加入している世帯を対象としていますので、1,500円

の4,000世帯で675万円、それで利用率を50％として想定をしております。全ての方が利用す

るという計算ではなくて、50％の利用率ということで350万程度。それで、チラシ代、印刷

代とか事務手数料を入れまして、380万強の事業費ということで考えておりまして、今こう

いう時期にお店に行くのを促すのかということなんですけども、中心としては是非テイクア

ウトで利用していただきたいというのはあります。前回、テイクアウトしたときになかなか

テイクアウトが馴染まなかったというのがありますので、利用率が少なくて十数パーセント

の利用率しかなかったということであったものですから、感染対策に十分注意して少人数で

の利用。例えば、ランチとかそういう分での利用というのを店舗では想定しております。時

期についても全国に出されている緊急事態宣言、首都圏等に出されている11都道府県の緊急

事態宣言が２月７日までということで、長崎県が出されている発令についても１月の途中ま

でだと一応認識をしておりますけども、実際やるなら来月の自治会長会議での配布というこ

とになりますので、実際使われるのは２月末ぐらいからの使用開始になるんじゃないかとい

うことで、先のことはわかりませんけども、実際皆さん飲食店ということで非常に藁をも掴

むような思いをされています。これをやったからと言って飲食店がすぐに潤うとは思いませ

んけども、何かのきっかけになってほしい。チラシを見てコロナあけでも少額のクーポンで

すけども、コロナもう少し落ち着いたらお店にでも行って応援しようねというＰＲ効果もあ

ると思っています。考えかたでパーテーションとかいろいろな部分も、つい最近商工会のほ

うで15店舗程のアンケートをとってその結果だったんですけども、なかなか消毒とマスクは

しているけど、そういう仕切りとかをしているところは少ないというアンケート結果も昨日、

一昨日位にあがってきました。そういう中で、ただ今まで国・県のほうから散々かなり優位

な補助金を飲食店のほうから案内しまして、やってください、やってくださいと言ってきた

中でなかなか普及されていないというところもありますので、調査して、今回はこの事業を

させていただいて、必要に応じてそれぞれの支援というのは当然やっていかないといけない

ところであって、ただ自分たちも飲食店の皆さんも敏感に感じ取っていただいて、自分なり
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の防衛策というか対策というのは、当然とっていかなければいけないと思っていますので。

今回だけがこの支援の終わりというわけではありませんので、ずっと続いて行くような支援

の一環ということで、今回の分はこのクーポンでそれをさせていただきたい。そういうふう

に考えております。ご理解よろしくお願いします。 

○議長（百武辰美君） 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

 何ておっしゃっているのかよくわかりません。ブレーキとアクセルと最初おっしゃいまし

た。ブレーキとアクセル、経済と感染防止。波佐見町で発生しました。どうお考えになって

いるんですかと町長にも回答求めたいということで質問しているのに、町長はお答えになら

ない。これはどういうことですか。この飲食店の数は、だいたい町内にどれくらいあるとで

すか。また、この政策をつくるにあたって、何軒聞き取り調査をされましたか。今の現状を

飲食店の現状をちゃんと把握をした段階でおつくりになりましたか。自分たちの机上のなん

かで、ニュース、マスコミで飲食店大変よねって。それだけでつくられた状況ですか。私は

13軒、14軒回りました。とんでもない状況があるわけですよ。飲食店に。クーポンをもらっ

て行く人がそれに対しては拡大防止になるって保証は何もないわけでしょ。テイクアウトだ

って、前のテイクアウトのあれでちゃんと分析をされてまだ馴染めないと。この短期間です

よ。事業の実施期間は２月15日から３月21日までの43日間ですよ。この間に行けということ

ですよ。テイクアウトも含めてお店に行きなさい。使いなさい。使わない限り換金できない

んでしょ。前回は商工会のほうで取りまとめをして換金作業をされました。今回は観光協会。

どういうことなのかわかりません。その説明も求めます。だから実際問題、繰り上げの問題

じゃなかよ。経済と感染防止。そこをどういうふうにお考えになっておられるかというのを

先ほどから町長に聞いているんですけど、回答はなさらないまま。担当課のほうもですね。

予算に繰り上げとか何とかおっしゃいますけど。どういうことなのかなと思っております。

だから、今回もそういう事態が、波佐見町にあっては今回だけはクーポンで、また政策的に

はいろいろありますからって、どういうことなんですか。実際、たぶん店舗を回って事情を

お聞きになっていないわけですよ。店舗の皆さん方がどんだけしてくれるのかというのも分

からない。テイクアウトができる料理とできない料理とあるわけですから、全体をテイクア

ウトに似合った料理を作られるところはそれはよかかもしれません。そうじゃなかところも

たくさんあるわけです。それもお伺いなりましたか。そこをしっかり調査をしてから政策つ
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くってくださいよ。僕らの一般質問なんかは調査なしで質問していませんよ。徹底的に調査

してからしかやっていません。にわかづくりじゃないですか、にわかづくり。どうですか、

町長。 

○議長（百武辰美君） 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 それだけ前の事業をして、商工会とやってみて、やはり今の状況の中で一番本当に冷え切

ってしまって手の打ちようがないのが飲食業じゃないのかと。何とかして飲食業に復活の兆

しを。一つパって出してパっとやることなく、ウィズコロナと。やっぱり、あちこち陶器ま

つりでも、それだけの対応はしていらっしゃいます。受け入れが。だから、はっきり言って

お店の方々がきちんとそれだけ、これだけの対策をしてますよというような形のものをそう

いう意識を持っていただきたいというようなことで、やはりそのための布石も打っていかな

といけない。パーテーションとかどこでもやっていると。ところがやっぱり今、それぞれの

お店の方々の意識が危機意識は十分あるんですけど、それに対する一歩踏み込んだそういう

あれがまだ足りない部分もあると。だから、そういう面もあり町としては、こうしたいああ

したいというふうなこと。それも全業種じゃなくして、やっぱり商工会。そういう今までの

経験とそしてそれが積み重ね、いろんな意見等を踏み重ねながら、現実的に今何がサッてで

きるのかっていうような形の中でクーポン券をやりながら、また意見を聞きながら、そして

また効果的な取り組みをやっていかんだなというふうに思っております。県のほうでもそう

いういろんな飲食店、長崎市内でも、しかしまた同じ制度でもそのまま鵜呑みできませんの

で、それぞれのまちの特性があるし、それぞれの地域の業態の皆さん方の意見を集約しなが

らより良いものにしていきたいというふうに思っております。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 まず、調査をしたのかというところで、当然ながら全ての飲食店に調査しているわけでは

ありません。数件調査をさせていただいたというところで、また対象は60店舗ぐらいあるん

じゃないかと考えております。そういう中で前回のプレミアム商品券の反応とかも、もちろ

ん商工会とか観光協会からの間接的な聞き取りも行っていますけども、そういう中で事業者

のそれは飲食店だけではありませんけども、反応は非常に助かったということでそういう声

も多くの声をいただいております。そういう直接的な金券的な支援で直接給付よりプラスア
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ルファのお金を住民の皆さんが払っていただくことにより、より多く経済を回すことができ

るんじゃないかというところでの狙いというのも当然あります。前回、プレミアム商品券の

委託先は商工会でありますけども、前回のテイクアウトクーポン券の委託先は観光協会であ

りまして、なんで商工会にしないのかという意見もあるかと思うのですが、ご存知のとおり、

今後、商工会も確定申告の時期になります。記帳指導とかいう部分で波佐見町の記帳指導件

数もかなり多くございますので、かなり事務的にも今から大変な状況に年度末なってくると

いうところで観光協会にしたほうが、前回の実績もありますし、ベターじゃないかというこ

とで考えております。当然ですね、コロナがあるというので巣ごもりして全然出ないで指を

咥えて待っとくというのも私たちの立場としていけないところがあるとわかっています。当

然、町全体では感染対策は話し合って行っておりますし、その中でも私たちの役目としては、

やっぱり経済を回す政策っていうのが、考えていかないといけないと思っていますし、実際、

この取り組みを評価されるのは、飲食店の皆さんじゃないかと思いますし、私聞く中ではそ

んな悪い事業とは考えておりません。 

○議長（百武辰美君） 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

 聞いてらっしゃるって聞いてないじゃないですか。私は、十何件ほとんど言わしたですば

い、クーポンの話。町長も言われるようにお店のほうもアクリル板をこのように設置してや

っているところは少ないわけですよ。だから、そういう部分に関しては、そこまで回ってお

らんわけですよ。今までの給付の場合で、お店のほうは。してあるところは、ほんの１軒、

２軒でしたよ。何軒お聞きになったかは分かりませんけど、私が聞いたところではっておっ

しゃってますけど、どこをどうやって聞かれたのか分かりませんけど。何をベースに政策を

打たれたのか分かりませんけど、その辺がはっきりしない以上どうもおかしかでしょう。ア

クセルとブレーキという状況の施策と打ち出したことに対してもおかしいと思いますし、調

査に基づいた施策、飲食店が何を求めているかという部分をしっかりキャッチして施策に生

かすというのが本来の在りかたじゃなかですか。違いますか。だって、この予算の立て方も

おかしいでしょ。1,500円の4,500世帯で675万円になりますが、50％の予算立てで300万ぐら

いにします。これどういうことですか。全世帯のために全町民のために675万円の準備をし

ていくのが当然じゃないですか。３月何日までの四十何日間で使ってくれということですか。

四十三日間、びっくりしますよ。だから、おおかたこんくらいよで立てられた予算なんです
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から。それを緊急事態だから、コロナ対応だから、飲食店困っているから、じゃあ町民にも

1,500円のクーポン券配りましょう。クーポン券を使わすけんが、飲食店も潤うよ。今、ゼ

ロなんですよ。飲食店に行って調査をしましたら、１月に入ってから殆どこ来らっさん。そ

ういう感染の情報が入ったらパタッと止まっているのが現状なんですよ。それで動きますか。

うちの議会でも会食はやめましょう。１月いっぱいは、強制ではございませんけれどと議長

からの発言がありました。行きますか。なんでそこら辺を詰めて議論して、波佐見町はこう

いうふうにテイクアウトは馴染めない。そういう状況の中でどがんしますかと、これはもう

直接聞くしかないよねと。普段なら行きますよ。どっから見てもよさそうな政策をつくって

やりましたと。そんだけの話じゃないですか。今の現状の中で、一ヶ月ちょっとの間で前の

６月に行われましたクーポンがようなかったけんって、そりゃあ放送なかでしょ。だから、

もっと政策を安易に安直につくらんで、今どういうふうにアクセルとブレーキをして対策と

して練っていくかというのをトコトン突き詰めた政策ばつくってくださいよ。予算の残っと

るけんがって、じゃあ委託費がどこになるかって、300万を流用してしましょうかって、そ

こら辺が分かりません。議会は税金の使いかたをチェックする場ですから、私はそういう意

味からしてしっかりした説明をしてください。伝わってきませんよ。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 丁寧に説明をしているつもりですけれど、つまらないということですけども。まず、スピ

ード感を持っての対策として、今回特別に、例えば、保証金を出すとかなれば、国・県とか

そういう大きな組織の力を借りないとなかなか難しいかと思います。なかなか今のこの難し

い時期にこれをすぐにするというのは、例えば、前回20万の給付金しましたけども、相当の

お金が要ります。それとやはり飲食店だけがきついわけじゃないというバランスの問題もあ

ると思います。というところで、今スピード感を持ってできる執行残を活用しながら、予算

をとりながらやるというのが私たちの使命でありまして、当然ながら利用率を考えるという

のは予算を立てる上では当然のことでありまして、もし、その予算の50％以上の利用があれ

ば、また次の３月の補正で説明をしまして予算をあげるという考えかたもあると思います。

ただ、予測をしてやっぱり予算ですので提案をしないといけないというのは、我々執行部側

の務めだというふうに考えています。それは当然直接給付が一番いいと思いますけど、それ

なりの準備なりそういった予算なり必要になりますので、このコロナの状況を総合的に考え
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まして、他の業種のバランスも含めてそういうところはもっとじっくりと判断をしていきた

いというふうに考えています。今回はいま限られた予算の中でできる方法として、経済を回

すための方法として考えたということで、さっきから安直に安直にと言われますけども、非

常に何かこの議会の場で私たちが無能でそういった部分の言われたかたというのは非常に失

礼な言われかたじゃないかというふうに考えています。 

○議長（百武辰美君） 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 今、課長が言いましたように今すぐできる対応と。やはりそういう制度をきちんとするた

めには、議員がおっしゃるように徹底した調査をせんといかんだろうというふうに思ってい

ます。一巻きでそういうことの徹底調査をするような糸はないような感じもしまして、先だ

っては、町村会で県のほうに電話してみろってこういうことよって。しかしやっぱり長崎市

は長崎市でできるわけですよね。ところがそれはそのまま考えかたはでいい、そのやりかた、

制度のより綿密なといいいますか、より丁寧なやりかたをするには、町村単位ぐらいでやっ

てみていま資料を集めろよと、そしてそういうことをやるには相当時間が掛かってくるわけ

ですね。そういうことをやったら、ある面では長与町とか四、五万のところと一万前後のと

ころと。そして、これはうちはこういうふうな使いかたができる。うちはこういうところだ

からこういう制度がある。だから非常に目安がつきやすいんですよ。しかし、うちの町で予

算がパッと持って来てできるものはないかと何か手を打たんばいかんやろうと。そして、議

員がおっしゃるようにアクリル板もそれもしていないと、受け入れるそこが安心とすれば、

消費者も利用される方も安心していかれるわけですね。利用される方も４、５人以上はいか

んと自分たちなりの考えかたで行かれるだろうと思います。やっぱり、これは利用される方

もそして受け入れる方もそれがウィズコロナという意識を持ってもらう、慣れてもらう、そ

ういうのがそしたらここがきちんとしているからここは行けるよねと。そしてそういうふう

なことをある面では意識付けしていくことが今度の繋がっていくんじゃないかなっていうふ

うに思っております。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。 

○６番（城後 光君） 

 今、ご質問あっている12ページの商工費の商工振興費の中の飲食店利用促進支援事業委託

料なんですけども、ここの場で言うかすごく迷ったんですけども、今の議論の中でどうして
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も言わないといけないなと思ったので、言わせていただくとですね。ある町民の方から、 

ご意見をいただきました。年末に役場の職員の方が十数名で忘年会の二次会を飲食店でされ

ていたと。別にしちゃいけないと言われているわけではないので、それをすること自体はと

やかく言うことではないんですけど、国とか県とか感染者が多くて、個別の企業さんも個人

さんもできるだけ忘年会を控えようという機運の中で、その姿を見て、この人たちにちゃん

と町民に寄り添った気持ちがあるのかとがっかりしましたと言われたんですね。私は別に飲

食店の需要を少しでも上げるために忘年会をやられることは否定はしないですけど、ただそ

ういう気持ちを見られている意識がちょっと欠けているんじゃないかなと私は思ったんです

よ。それを今三石議員とのやり取りを聞いていて、何かちょっと町民の方とのズレが職員さ

ん全体にあるんじゃないかなというのを思ったので、敢えてこの話をさせていただきました。

飲食店の利用促進が大事なのは当然分かります。三石議員言われるように、お客さんが非常

に少なくなっている。本当に二割、三割、何人かしか一日にお客さんがいらっしゃらないと

いうのが多くて、私が知っているところでは新しくオープンされて年末までずっとお客さん

が入られていたお店が昨日初めてテイクアウトを始めましたってやられていて、相当きつい

んだなって思ったんですよね。きついのは分かります。ただ、年末から１月12日まで10名、

町内でコロナ陽性者の方がいらっしゃるわけですよ。町内にある大型スーパーでも長崎市内

の店舗ですけど、感染者が出て、スーパーに買い物に行くこと自体、どうしようかなと思っ

ていらっしゃる町民の方がたくさんいらっしゃる現状をですよ。いくらクーポンをもらった

からって飲食店に行きたくなるんですかね。普通の感覚として。今はもう家でじっとして、

できるだけ人と接触しないようにしとこうというのが普通の町民の感覚じゃないですかね。

そこに、クーポン配って行ってくださいということ自体がちょっとずれてませんかね。私は

そう思うんですよ。私も子供を二人抱える親として、あんまり保育園以外は行きたくないな

というのが正直なところです。その気持ちに立っていろんなことを考えていただきたい。も

ちろん、経済を回していかないといけないとは十分あるんですけど、そもそも感染者が増え

てしまったら、経済まわらないじゃないですか。そこでしょう。一番。今、やらないといけ

ないのは、イベント全部中止になったわけですよ。成人式も一生に一回しかないのを悲しい

思いでやめた本人たちも家族たちもいらっしゃるわけですよ。駅伝も一生懸命一年間練習さ

れてきて走れなくなった方もたくさんいらっしゃるわけですよ。その気落ちと飲食店クーポ

ン配って行ってくさいと、それ矛盾していますよね。まずは、これ以上陽性者を町内から増
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やさないんだという意味で300万どうしても使いますというんだったら、町民の方納得いた

だけると思うんですけど。それがこの補正予算の中にないんですよね。ワクチンの接種とい

うのは大事ですけど、国がそれしてくださいと言われたものですよね。じゃなくて、波佐見

町として金額は少ないですけど、これをすることで陽性の方を少しでも減らす手助けになり

ますという補正予算だったら、町民の方も納得しますし、私たち議員の方ももろ手を上げて

納得されると思うんですけど。なんか一個ぐらいあってもよくないですかね。じゃなくて利

用促進クーポンで外に行ってください。これ自体がズレていませんか。私はそこを三石議員

の議論を聞いて非常に思ったので、言いたいんですけど、敢えてもう一度聞くんですけど、

今お店に出ていってもらうことが町民の方がされると思われて提案されているのですか。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 ６月のときにテイクアウトしてなかなか流行らなかったというのがあって、その反省もあ

るんですけども、やっぱり飲食店も町民の皆さんも今後テイクアウトというのに慣れていか

ないといけないと思うんですよね。それでそういうきっかけの一つになるかと思います。全

て店に行って宴会をしてくださいというクーポンじゃないんですよ、これは。ランチでも一

人でもお店としては来ていただきたいじゃないですかね。そういうところで、もちろん感染

対策はしっかりやらないといけないですよ。これ以上広がったら、それこそ経済も何もあっ

たもんじゃないっていうことは当然分かりますよ。その中でも少しでもこれは二月後半から

の利用ってことになりますので、その時期少しは落ち着いているかもしれません。そういう

ところで、私たちが飲食店のことを全く考えないとかそういうことではなくて、考えている

からこういう提案をしているのであって、そこを少しでもきっかけ、テイクアウトを使うき

っかけにテイクアウトメニューを作っていただくきっかけにそういう部分を飲食店にも促し

たいし、買って食べてくださいというところがスーパーだけじゃなくて、そういう飲食店の

料理を家庭で味わってくださいという部分を強調していきたいというふうに私たちは考えて

います。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。 

○６番（城後 光君） 

 テイクアウトを勧めないといけないというのは、私も同意します。飲食店の方は、食べに

来ていただける状況がすぐに戻ってくるかと、それは戻って来ないと思います、正直。お弁
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当を増やしていくというのは、当たり前だと思っています。ただ、もしそうであるならば、

例えば、デリバリーの車の活用法を何か合わせてやる、考えてこういう形をしますとかです

ね。ただ、クーポン配るだけだと、町民の方もそうですし、使われる飲食店の方もそうです

し、いまいち今まで使わなかったものが、ただクーポンもらっただけでは多分使えるような

形にはならないと思うので、合わせてこういう形のサービスというかこういう仕組みを足し

ますというようなことはしないといけないと思うんですが、そこの辺りはどう考えていらっ

しゃいますでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 今、デリバリーの事業をされている事業者とも協議を行っております。そういう部分の取

り込みと言いますか、併せての紹介というかやるように話を内々やっているところでござい

ます。 

○議長（百武辰美君） 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 やっぱりこういう中でデリバリーとかそして直接話をしてビジネスが繋がる。やきもの業

界でも今はオンラインとかウェブサイトにおいて、そしたらそこに入る。そしたらそこが使

いやすい知恵が出てくるんじゃないかと。今、自分のうちのそういうお店のメニューの中で

特にテイクアウトに一番向いた、テイクアウトに向いたような料理の仕方、材料、そして結

局見栄え、中身、そういう工夫ができてくるんじゃないかな。それは何もしなかったら何も

できて来ないんじゃないかなというような。やっぱり、一回そういうことをやって、そした

らこういうやりかたある、そういうやりかたがあるとそういう知恵と工夫が出て来るんじゃ

ないかとそういう中でまたお客さんの意見等を受け入れながら、お客さんの好みに合うよう

なメニューもまたできてといいふうに考えていただければ、そういうふうな効果はでてくる

んじゃないかなとウィズコロナということに合わせた受け入れかた、利用のしかた、こうい

うことができればいいんじゃないかなと思っております。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。 

○６番（城後 光君） 

 いま町長がおっしゃったので合わせてたすと、東彼杵町はプレミアム商品券に電子アプリ

を使ったサービスで提供されました。長与町は飲食店に向けてＰａｙＰａｙを導入してポイ
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ントを与えるような仕組みをされました。要するに新しい仕組みを何かして飲食店も変わら

ないといけないと言うんだったらまだ分かるんですよ。それをする意味が。それで飲食店も

変わってもらったら、普通に使う人も変わっていく。ただ今回は、クーポンに関しては特別

新しいことではないと、私の中の印象だったので、それで飲食店がそこまで変化していくの

かなと。飲食店任せにならざるを得ない部分があるので、何か一本位、中に提案が入っても

よかったのかなとそれは今回時間がなかったので、そこまでする余裕はなかったとは思うん

ですけど、今後は是非そういうのを含めて何か新しいのをすることで飲食店の方もちゃんと

収益増えていくよと、一緒に町も応援するから飲食店さんも頑張れば補助期間が終わっても

プラスになるよというのも是非今後の施策としては考えていただきたいなと思うんですけど、

今回の利用促進事業でやったら具体的にその後何かメリットはあるんですかね。もちろん、

使っていただいてよかったというのはあるんですけど、それ以外に何かあるんですか。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 おっしゃるように今回時間があまりない中での今年度でまずできること今すぐできること

ということでの提案ということでご理解いただきたいと思うんですけど、当然おっしゃるよ

うに東彼杵町辺りでもそういう事業を行われております。今はキャッシュレスの時代でもあ

りますので、そういうところも取り込みというところも研究はしていかないといけないとい

うふうに思っていますし、今回この一年間、飲食店との関わりとか給付金事業もやった中で

そういう地域の飲食店との連携といいますか、足も当然運びもしました。そういうところで

の話やコミュニケーションがやり易くなったというのは一つプラスではないかなと自分的に

は思っております。そういうところを生かしながら、皆さんの声を聞きながら、議会の皆さ

んからズレていると言われないように私たちも声を聞きながらしっかりとやっていきたいと

いうふうに思います。 

○議長（百武辰美君）  

 質疑の途中ですが、暫く休憩します。11時10分より再開します。 

午前10時58分 休憩 

午前11時10分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。質疑を続けます。質疑はありませんか。 
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 藤川議員。 

○11番（藤川法男君） 

引き続き、12ページ、商工振興費の８節のコロナ対策の給付金なんですけど、課長のほう

から今何ができて何をするべきかということで非常に困っていらっしゃるなということも十

分わかります。議員の方々も今の現状を語っておられます。私は、この予算が２月15日から

ということでお聞きしました。３月３０日までですかね。ということで今１月15日です。２

月の自治会長の折にということでおっしゃいましたけど、私もこの緊急コロナの時期に予算

額も少額であり期限も決まっているということであれば、この事業を少しでも町民の皆さん

に分かっていただくということになれば、いま１月15日ですから、なるべく早くこういう町

の施策を理解していただくように、例えば臨時自治会長会でも開いていたただいて、そこに

資料を添付して、今、１月15日ですから、例えばひと月して国も必死です。私たちも必死に

いろんなところでマスクをして、また消毒をしてやっています、そういうことも加味して、

悪化するかもしれない、しかし好転するかもしれない。ここは、ひと月とかひと月半を先を

考えて少しでも町民の方に行ってください、ああしてくださいじゃなく理解を求めると。そ

こから始めてみられたらどうかなと思っております。ということは、さっき言いましたとお

り、自治会長さん辺りの会議を少しでも早めてそういう周知を図っていただくということを

一つの案としてされたらどうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

この流れの企画の段階からのスケジュールとしましては、12月まだ波佐見町に感染者が一

人もいない状況のときに企画をさせていただきまして、そしてこの二週間が激動の二週間だ

ったんじゃないかなというふうに考えています。一気に状況が悪化したということで、先ほ

ど言われるように、私たち町一丸となって感染対策、これ以上感染が広がらないようにとい

うことでやっていかなければならないことは当然ですし、議員言われるようにこれから好転

する可能性もあります。そういうときの可能性の準備として、こういう施策をやっていかな

ければならないということを思っていますけども、今この議会でもし承認をいただければ、

すぐその参加店舗の受付開始をしまして、１月20日位までに締め切りをしまして、今回の分

はその後チラシに写真とかも載せて印刷するつもりですので、印刷の構成とかに少々時間が

必要で最短でもギリギリ２月の自治会長会議に間に合うかどうかというところのスケジュー
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ル感でございます。町民の皆様に理解をしていただくために、例えば、予告的に２月にこう

いうことを配布して行いますというようなこういうことの趣旨をしっかり書いて予告的なお

知らせを行うことはできると思っています。これを前倒しで２月頭からやるってチラシを作

って配るというのは時間的に物理的に難しいものがあるかというふうに思っておりますので、

そういう予告的なものを追加でちょっと白黒の印刷等々でも、そういうお知らせというのは

できるかもしれません。 

○議長（百武辰美君） 藤川議員。 

○11番（藤川法男君） 

 わかりますけど、今、印刷物は名刺でも二日したら帰ってくるわけですよね、データやっ

たら。やっぱりひと月掛かるというのが、時期的に少しでも早くということと比べたら、ひ

と月掛かるっていうのは長過ぎじゃないですか。やはり、それをひと月を二十日位にどがん

なりしてくださいと。例えば、20日、二週間でどがんなりしてでもあげてくださいと。訴願

対応しないと期限の感じには非常にこう問題がありますので、そこを極端に詰めていただい

てすれば、いろんな皆さんのご協力、ご理解も得られるのかなとおもっておりますけど、い

かがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 印刷物が最短でも二日ぐらいでというような印刷の会社もあるかと思っております。今、

コロナの中で印刷をこれまで発注させていただいているのは、町内の印刷会社を使わせてい

ただいております。なるべく町内のほうにお金を落とさないといけないというふうな考えの

中からさせていただいております。そこでの打ち合わせの中で時間が掛かるいうことで聞い

ておりますけども、当然、印刷会社との話をして少しでも早くできるようであれば、そうい

ったところをやっていかないといけないのかなと思っております。ただ、参加店舗全体のプ

レミアム商品券のように、参加店舗を羅列してここで使えますよというだけであれば、そこ

は時間が掛からないというふうに思っているんですけども、そういう常時のメニューの印刷、

メニューの写真を載せたりとか、このチラシをきっかけに今後保存版でテイクアウトとか飲

食店に電話をして注文をするとか、そういうふうな使いかたを今後このチラシでして欲しい

なという思いもありますので、店舗の名前だけでは物足りないのかなという思いがあるので、

そういうところで時間は掛かりますけども、印刷会社のほうには話をしてみたいというふう
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に考えております。 

○議長（百武辰美君） 藤川議員。 

○11番（藤川法男君） 

 最後ですけど、どこでも写真辺りは自分たちのスマホで撮って、ホームページ辺りに載せ

るわけですよね。そういうふうな文明の利器を使っていただいて、早い時には早いなりの、

町内の方にはお仕事を回さんばいかんでしょう。しかし、時と場合によっては、そういうこ

とをしよったら間に合わんときもあるわけですよね。ということも、いろんなケースを考え

ていただいて、やはり緊急事態だと、こういう人たちの仕事でも助けてやるんだという気持

ちがあればいろんな方法あるとは思いますので、少しでもその認知が町民の皆さんに伝わる

ように努力をお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 おっしゃるように少しでも早く周知ができるように、どういう方法ができるかを精査しま

して、検討して参りたいというふうに思っております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○10番（脇坂正孝君） 

 私は何らかのこういった施策が必要というふうな思いで今の議論をずっと聞いてるわけで

ございますけども、やはり現代の状況としては、どうしてもいわゆる会食を伴う夜の宴会と

か、こういったものにはかなり町民の皆さん方も敬遠されていると。かなり抵抗があるんじ

ゃないかというふうに思っております。したがいまして、これが配布された状況ではどうな

るかというのが、まだ一カ月二カ月先の話ですから分からないわけですけども、このクーポ

ンの内容をデリバリーに特化したものにというような制限付きでできないものか。この辺の

検討はいかがでしょうか。というのが、やはりさっきも申したようにどうしても夜の会食等

を伴うものはかなり敬遠をされるというところもありますし、何らかの方法で。どうせ人は

食べないかんわけですから、昼食なり夕食なりの助成ということでデリバリーに特化したと

いうふうなことで、もちろん全部の店舗がそれで該当するのが問題はありますけども、先ほ

どから課長おっしゃっているようにデリバリーに特化した商品の開発とか、そういったこと

も含めてこのクーポンを今回はデリバリーに特化しますよというふうなそういった内容では

できないでしょうか。 
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○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 極力、テイクアウトとかテイクアウトデリバリーを中心に利用して欲しいという思いは当

然持っています。この状況を踏まえればですね。ただ、特化してしまうと、例えば麺を提供

しているお店とかデリバリーに不向きなお店もそれ相当あって、広く飲食店の支援という部

分に繋がりにくいんじゃないかなというところもあるので、テイクアウトを中心に一部店内

飲食も少人数では可能という形の中で今ちょっと考えておりますので、そこはそういうふう

にさせていただきたいなと思っております。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○７番（横山聖代君） 

 同じく飲食店利用促進支援事業のところで、少し意見を言いたいところがあるんですけど

も、確かに商工観光課の一番忙しい、たくさん考えないといけないところがあっていつも感

謝はしております。この飲食店利用促進支援事業でこういったクーポン券をといま言われて

いますけど、テイクアウトにも利用できるようにと言われておりました。先ほどの質問をい

ろいろ聞いてまして、町内に60店舗位あるということで、この300万を委託料というのをと

って支援事業として町内の飲食店の方がテイクアウトの料理を開発費みたいなところで300

割る60をしたら５万円なんですよね。少なかかもしれんばってん、５万円を開発費として何

か仕入れした材料で開発してとか、それとかテイクアウトするときには容器とかがいるし、

スープとか出すときにはそれ用のカップとかあるから、飲食店だったら元々テイクアウトを

するお店じゃないから、いろんな容器を買うのにもどれがいいだろうといろんな物を買って

試されている。私の主人も飲食店をしているもので、そういうことをしていたので、陰で見

えないところをやっているところを見ていると、いろんなところで経費を使っているから、

そういう開発費みたいなところで飲食店利用促進支援事業として飲食店に配布、給付みたい

な感じに名前はそのままで内容を変えることってできないのかなって思って質問させてもら

います。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 貴重なご意見ありがとうございます。そういうテイクアウトに慣れていらっしゃらない飲

食店がそういうパッケージとか容器もいろいろお金が掛かるし、いろんな部分でお金掛かっ
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てくると思っています。この飲食店が今からそういうのに慣れていくためのそういう部分は

当然必要だと思いますけども、それはその事業で別途組み立てがするべきであって、今回の

この事業を振替えるような考えでなく、今回はこのクーポンの事業をさせていただいて、お

っしゃっていただいたようなそういう意見というのも何らかの形で今後予算化なりそういう

ことができるように考えていきたいというふうに考えています。この事業で振り返るという

のは、私たちとしては考えていません。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○10番（脇坂正孝君） 

 先ほどのテイクアウト事業で麺類、いわゆる汁があるものは難しいとありましたけども、

ラーメンとかうどんとかそういったものの配達も店舗によってはされていますし、容器を

別々にするとか、そういった方法もできると思いますので、麺類が難しいというのは私は何

とかなるとそのように思っております。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 テイクアウトだけ、この感染の状況を考えれば一番それがいいかと思うんですけども、そ

ういった事業の広がりとか経済の効果とかを考えていくと、やっぱりテイクアウトプラスお

店での利用と、その問い合わせが10件位来ております。テイクアウトプラスお店の利用でや

らせていただきたいという声もあがってきております。というところを見ると、テイクアウ

トだけでの限定ではなかなか事業の広がり的にどうなのかなというふうにちょっと思ってお

ります。 

○議長（百武辰美君） 今井議員。 

○12番（今井泰照君） 

 今、いろんな話が出ておりますけども、私も何件か事業をされているところにお伺いした

んですけど、やはり今開発されているのがテイクアウトなんですよね。先ほどの課長の話の

中にもありました。今回はこの事業でやって、後程そういったところも研究していくという

ところであったんですけども、先ほどの話の中で配達業者との話も詰めているというような

ことだったんですけども、やはり内容的にもこの前の一般質問でもしましたけども、デリバ

リーの業者辺りの利用率が低いということなんですよね。そして今回特にこの事業を通じて、

やはりこの巣ごもりというのがあり得るかもしれません。今後。そういう中ではやはりテイ
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クアウトデリバリーの利用率を高めるそういう事業に今後してもらいたいと思いますけども、

そういう中で配達業者とはどのような話を進められているかお尋ねをいたします。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 当然、議会が通らないと本格的に話ができないものですから、その業者に対して一、二回

今の現状について把握と今回こういうクーポンの事業を考えているんだけどというところで

の連携といいますか、参入の意思を聞いたところで、具体的に何をどういうふうにするとい

うところまでまだ決めていませんけども、なるべくそっちの配達のほうのまだ無料配達期間

の件数も残っていますので、そういうところで参加店舗を増やす努力をしながら、そういう

ところの連携をしっかりとっていけるように、この議会を通していただければ協議を早めた

いというふうに思っております。 

○議長（百武辰美君） 今井議員。 

○12番（今井泰照君） 

 ぜひ今回、やるからには本町に巣ごもりというか家飲み辺りを定着するような形で、ＰＲ

とかそういうところもやっていただきながら、していただきたいと思います。そういう中に

おいて、このテイクアウト事業が定着するように事業をしてもらいたいと思っております。

その辺、もう一度お願いします。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 いままでの波佐見町のそういう慣習、そういった部分を全てひっくり返して全てテイクア

ウトできるようになるというのはできませんけども、そういったところを町民の皆さんに訴

えかけていけるような、また飲食店の皆さんに訴えかけていけるような努力はしていきたい

というふうに思っております。 

○議長（百武辰美君） 田添議員。 

○３番（田添有喜君） 

 ずっと説明を聞きながら、前回の支援給付金の残をどう使おうかというようなことで歩み

始めた事業なのかなと。本来ならば住民が事業者が何を求めているのか。事業者側に立つの

か、住民側に立つのかということで。多分クーポン券ということですので、住民側に立った

施策を考えられたんじゃないかなと思っています。県内でも波佐見でコロナが発生していな
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いという唯一の町でしたけども、実際、発生してみて波佐見は弱かったなと考えています。

他人事だと考えていたのかなと思います。何日か前にハンドブックを読んで対応をお願いし

ますという放送が流れてきましたが、町独自の放送というのがなかなか流れて来ませんね。

今、住民が一番考えているのはこのコロナに対する不安なんですよ。この不安を解消してや

らないと、どんなに立派な事業を打ち出しても動けない。だから、自粛しなさいで止まって

いる方もおられるかもしれませんが、私は話を聞く中でやっぱり怖い、不安、どうすればい

いのかという知識がないがために動けないわけですね。ですから、この事業を推進されると

同時に町民の不安を少しでも軽損するために、毎日有線放送が流れていますけれども、ハン

ドブックを読みなさいじゃなくて、あの中でこういうことをすれば、スーパーに買い物に行

っても大丈夫なんですよというようなそういう両面からしっかり町民に訴えていかないと、

単なる事業だけが走ってしまって、50％の実績でおわりましたということになるんです。や

る以上は100％、それ以上を目指してほしいなと私は思っています。住民の不安を取り除い

てあげるそのタイヤと事業を推し進めていくタイヤとその両輪でしていただきたいなと思っ

ております。いかがでしょう。 

○議長（百武辰美君） 町長。 

○町長（一瀬政太君） 

 なかなかコロナの現況に対して非常に言葉が、全町民に注意喚起は三密を避けなさいとか

マスクをしなさいとかそういうふうなことは言えるわけですけど、その同じようなことをな

かなか何回も言えない。だから、いろんな機会において自治会長さんはじめ民生委員さん、

いろんな会の役員会等では、まずは自分の体の調子が悪かったら、病院にすぐ行ってくださ

いと主治医の先生の指示に従ってくださいというようなことで。正月休み、31日、１日とか

患者さんもちょっという中で家のクラスターができました。だから、早期発見、早期治療と

いうようなこと。そして県が発表しないとその範囲の中でしか状況説明できないと。そして

その先のことも保健所の指示に従ってというようなことになっておりますので、極力効果的

な町内の有線放送も十分使って、いろんな機会に感染しないようにということをあらゆる機

会に伝えていきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 実際、飲食店、事前の調査は、三石議員のときも言いましたけど、そこまでたくさんの事
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業所というところまで今回できていませんけども、こういう動きになった状況の中で、今問

合せがある中で非常に好感触の飲食店の意見も多数いただいております。その中で、このよ

うな事業の需要というのは当然あるっていうのは私たちは思っていますし、２月後半以降の

状況というのも、好転している状況もあるかもしれませんので、そのときに好転したときに

やっとけばよかったっていうことは遅いので、今回はこの事業をさせていただいたというの

は理由があって、そういうテイクアウトのいろいろな備品を揃えたりとか、例えばそれだけ

じゃなくて、例えば整備とか総合的にもう少し時間を掛けて調査をして需要を掘り起こしな

がら、飲食店のそういう対策が。今からこのコロナというのは、少なからずとも完全に消滅

するというのはないと思いますので、その準備というのは必要だと思いますので、先を見据

えたような取り組みにもう少し考える時間をいただきたい。それこそ、ただ５万円あげるの

で何かやってくださいじゃなくて、用途をもう少し精査して補助金というものの打ち出しが

できればと考えております。いつというのは今後の調査次第になってくると思いますけども、

できるだけ早めにできればいいなというふうに考えています。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○７番（横山聖代君） 

 最後なのでもう一つ確認です。いつになるかは分からないってことですけど、今後こうい

ったウィズコロナの時代になるから、そういった飲食店等の開発費、パーテーションなどそ

ういったところの支援は今後やっていくというのを約束してもらえますか。そこだけお願い

します。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 一つ言わせていただければ、その事業はこれまで国・県がさんざんやってきたという事業

ではあるんですよね。それで自分の意志で手を挙げられなかったというのもありますので、

そこは必要性をどの位感じていらっしゃるのか、その調査が必要と思っています。昨日、一

昨日あがってきた商工会の調査では、15件中１件だけでしたかね、こういうパーテーション

をしているというところは１件だけでしたので、それがどういう意志でされなかったか、今

の状況だったらやるつもりはなかったが、ここまでひどいと思わなかったからやっていない

んだというような声も当然あると思いますので、そこはちょっと聞きながら。当然、うちと

しては飲食店を支援しながら、事業者支援がうちの課の務めでありますので、予算要求はや



 -26-

っていきたいというふうに考えております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○10番（脇坂正孝君） 

 別件ですが、11ページの新型コロナウイルス感染症ワクチン接種券の準備の費用としてで

ございますけども、先ほどの説明では接種の内容については、細かいことはまだ情報がない

ということでございますけども、時期的には２月末からというふうなことですが、そこでお

尋ねしたいですが、会場を何会場位でされるものか。そのことをまずはお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（百武辰美君） 子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 いま来ている情報では、ワクチンが３種類来る。それが全国等分に配分をするということ

で、波佐見町にも３種類のワクチンが来るということで、それがテレビでよく聞かれるファ

イザーとかが今承認を申請されているんですけども、そういうファイザーで言いますと、マ

イナス70度の冷凍庫で管理をしないといけないとか、そういうのがあったりするので、どこ

の医療機関でもそういう冷凍庫を設置するのは難しいので、国から支給される冷凍庫で管理

をするように考えておりまして、今、医師会と協議を始めたところで、どういった会場を２

箇所に分けるのか１箇所で集中するのか、あるいは場合によっては地区を回ったりできない

のか、そういうことを今検討を始めた段階ですので、今現状はまだ何会場というところは決

まっておりません。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 先ほどの同僚議員の件で、答弁でちょっと最後のところがよく聞き取れなかったんですけ

ど、国・県の事業で何回でも皆さんに言われたとおっしゃいますけど、国・県の事業とかの

チラシとかを見ても他人事のような感じしか案外受け取れないときがあるんですよね。それ

を町の事業としてされたら、身近の町の方たちが言っているということで、耳を傾けるとか

いうのが全然こう親近感が違って変わってきますから、やっぱり町のほうもいろいろ大変か

と思いますが、そこ辺りは町の事業で旗を振っていただいて、コロナを乗り切っていただか

んとと思っております。国・県の事業となると提出物が多いんじゃないかなとか、いろいろ

考えられる方多いと思うんですよ。町の事業だったら、そういうことも簡単に省略すること
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もできますので、そこ辺りはもう一度お願いしたいと思います。先ほどの答弁の最後辺りが

よく聞こえなかったので、するとおっしゃっていたと思うんですが、そこの辺りを確認と合

わせるつもりで答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（澤田健一君） 

 すみません。よく聞こえなかったということで。もちろん、税金を使ってやることですの

で、国・県が同時期に同じような補助金を出すというのはできませんけども、そのときの意

識の問題とか、そのときやれなかったという方の救済という部分では、そういう事業も必要

じゃないかなというふうに思っております。町の事業だから書類が簡単になるというのも原

理原則的にはしっかりとした書類はいつも議員の皆さんからのご指摘をいただいております

ので、ちゃんとやらないといけないと思っておりますけども、その中でも柔軟にやれるとこ

ろはやっていかないといけないというふうに考えております。この年度末でどこまでどのス

ピード感でこれが調査からやれるかというのも、私たちも少ない人員の中でやっております

ので、この時期に絶対出しますというお約束というのはなかなか難しいのですけども、なる

べく努力してやれるように頑張っていきたいと考えております。 

○議長（百武辰美君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

 私は、議案第１号 平成２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号）に対して反対する立

場から討論を行います。まず最初に全体についての反対ではございませんけれども、反対す

る内容、議案があがっているから、即ち今回の波佐見町の飲食店利用促進支援事業という中

身をここ一時間超える質疑の中で分かってきたこともたくさんありますので、こういう内容

を今の時期にやることは適切でないということで反対の討論をさせていただきます。まず最

初にこの議案自体が12月の段階、後半に執行部から出されたということで、刻々現状が変化
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する中で出されたということでご説明があっております。その件については、今の時期と状

況が違うことでありますので、そのお話の中においては、ご理解はできます。しかし、今と

いう時期においては、国の大きな動きですね。緊急事態宣言、また県のほうも特別警戒警報

といろいろ刻々変わる状況において12月の後半に出された内容であっても、今実行すべきで

はないという多くの議員の皆様方の声を加味しますと、この案件を通すわけにはいかない。

ある議員がおっしゃいましたように、これは感染拡大防止なのか経済なのかというのは、ど

この自治体も考えてはいるけど、ここ波佐見町に年末から年始にかけて感染者が出たという

ことを重く受け止めれば、やはりこの事業の内容は趣旨としてはわかりますが、可決して実

行に移らせることはできないと僕は判断します。やはり議員の皆さん方からいろんな提案が

ございました。その前に行政側から提案があって内容を聞いたわけですよ。議員の皆さん方

もこういうふうに変更したらどうか。ああいうふうに中身を変えたらどうか、いろんな話を

されているんですけど一切受け入れない、執行部は。これでいいとですか。今の現状にたっ

て、一番町民に近い議員の皆さん方がそれなりのお知恵を絞ってこうしたほうがいいんじゃ

ないですかということを申し上げても、一切変えようとしない。こういう態度でよろしいん

でしょうかね。そういう意味からすれば、波佐見町飲食店利用促進ですよ。利用促進支援を

する時期ですか。疑問です。今ですね、収束するかもしれんっておっしゃいました、執行部

は。また、拡大するかもしれんとおっしゃいました。政府においても、ＧｏＴｏトラベルと

いうことを廃止することによって中止することで感染者拡大を止めようとする動きを皆さん

方ご存知かと思いますが。なぜなんでしょうか。人の流れを止める。人の流れを止めるとい

うことは、どういうことかと。流れを止めるだけでは、なんら感染拡大は繋がらないと私は

思います。人が動きことによって食事をするんですよ。ＧｏＴｏトラベルで行ったところで

食事をするんで。それが感染防止の最大の原因の一つになっています。保健所に聞きました。

波佐見町もマスクをし、手洗いをし、ソーシャルディスタンスを取る。それをしっかりやっ

とけば、感染しないんです。それ基本なんです。波佐見町が配布されたその中にも書いてあ

ります。その中の会食、アルコールを含む会食かれこれで拡大していくわけです。その題目

自体に見て注目してください。飲食店利用促進、利用の促進です。そこを考えると適切な政

策ではないと考えます。これちょっと長くなりますが、波佐見町もタクシー会社、貸切バス、

西肥バス、事業者に現金給付やってますよ。飲食店に直接の現金給付っていうのは一律で事

業者に20万の給付があった。そうであるならば、なんら不思議はないはずです。飲食店に現
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金給付やっても。60店舗とおっしゃいましたけど、スナックも入っていますよ。僕、数えて

行きましたけど、食事をするところは波佐見町には60店舗もありません。どうやってテイク

アウトするとですか、スナックの皆さんに。無理なんですよ。全体を考えているようで考え

ていないんです。なぜかと言うたら、調査ができていないからですよ。事業作成の。ここを

やらずに予算をあげました。なんとか通してくださいでしょ。皆さんの意見は全然聞かない。

これでよろしいんですか。そこを強く訴えたい。今やるべきことは、感染者を増やさなこと

じゃないですか。どうでしょう、皆さん。ご理解いただけないでしょうか。私はそういう面

からも内容自体の中身についてあんまりよろしくないという部分で今回のこの一般会計補正

予算（第７号）に対して反対の討論をさせていただきます。以上です。よろしくお願いいた

します。 

○議長（百武辰美君）  

賛成討論はありませんか。 

城後議員。 

○６番（城後 光君） 

 私は令和２年度一般会計補正予算（第７号）について、賛成の立場から討論いたします。

私も考えかたは三石議員と全く変わりません。この補正予算自体は新型コロナのワクチン接

種とか緊急を要するものがありますので、全く賛成というかすぐに推進すべきだと思います。

ただ、飲食店の利用促進事業に関しては非常に疑問を持たれたのは皆さんご承知おきのとお

りだと思います。私は条件付きの賛成という形で意見を述べさせていただきたいと思います。

というのが、今まで議員さん一貫して飲食店を利用促進する支援という形には皆さん合意さ

れていると思うんですよね。その内容のクーポンについても、テイクアウトとか何かしらそ

の町民の方の感情に配慮したものにしていただきたいとありましたので、それを十分加味し

た形で政策を実行していただけるものという条件付きの賛成という形で討論させていただき

ます。是非、こう考えていただいて執行部側には施策を打っていただきたいと思います。以

上です。 

○議長（百武辰美君） 

 反対討論はありませんか。 賛成討論はありませんか。 

脇坂議員。 

○10番（脇坂正孝君） 
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私は、議案第１号 一般会計補正予算（第７号）に賛成の立場から討論をいたします。私

は、昨今、町内の経済の冷え込み、とりわけ旅行業や運輸関係、こういった状況は目を覆う

ばかりというふうに思っております。それぞれの店を聞いてみても、特に飲食業関係につい

ては、昨年、前年度比70パーセント、80パーセントの減ということで、いろいろ新年に忘

年会がまず殆どできなかったでしょうし、新年会も殆どキャンセルとそういった状況の中で

ございます。このままでは廃業とか倒産までもいかんでも、そういったことで休止される業

者が増えることが予測がされるわけです。したがいまして、300万という金額ではあります

けども、これによって一つの喚起、喚起すれば逆に感染するんじゃないかなというふうなご

異論もあるかと思いますけども、そういったのを十分感染予防に留意した上で、この施策を

施行していただきたいと思っております。もちろん、先ほどのテイクアウトの問題で異論は

ありますけども、しかし、ここで手を打たないとかなり厳しいというのは肌で感じておりま

す。その他、この飲食業の他にもコロナウイルスのワクチン予防接種、こういった予算も含

まれておりますので、是非、第７号補正予算ということでご理解をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（百武辰美君） 

 反対討論はありませんか。 賛成討論はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第１号 令和２年度波佐見町一般会計補正予算（第７号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（百武辰美君） 

 起立多数であります。したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。13時より再開します。 

午前11時59分 休憩 

午前13時00分 再開 

日程第５ 議案第２号 専決処分を求めることについて 
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○議長（百武辰美君）  

休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５ 議案第２号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。 

本案について内容説明を求めます。 

 子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君）  

議案第２号 専決処分を求めることについて 波佐見町国民健康保険条例等の一部を改正

する条例について地方自治法第179条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、

これを報告し承認を求めるものです。次のページをお願いします。専決第９号 専決処分書 

波佐見町国民健康保険条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分する。専決理由

として、地方税法等の一部を改正する法律により延滞金に係る改正が行われたことから、関

連する条例について改正の必要があるため、地方自治法第179条第１項の規定により専決処

分するものです。別紙1ページをお願いします。今回の改正条例ですが、波佐見町国民健康

保険等としております。対象となるのが、第１条の国民健康保険条例、第２条の後期高齢者

医療に関する条例、第３条の介護保険条例、第４条の公共下水道条例、第５条の公共下水道

受益者負担金に関する条例です。新旧対照表はありますが、別紙８ページをお願いします。

改正の内容です。それぞれの条例の附則に規定している文言を改正するものです。文言の特

例基準割合を延滞金特例基準割合に改正し、その括弧書きも見直すものです。文言のみの改

正であるため、延滞金の改正に変更はありません。２ページに戻っていただきます。施行期

日については、地方税法の適用日に合わせて令和３年１月１日としています。この改正をし

ていなかったことが12月議会後に判明したため、令和２年12月28日に専決で処分を行った

ものです。ご承認のほうよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君）  

 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議議案第２号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、議案第２号は原案のとおり承認されました。 

日程第６ 議案第３号 町内小中学校ネットワーク整備工事請負契約の変更について 

○議長（百武辰美君）  

日程第６ 議案第３号 町内小中学校ネットワーク整備工事請負契約の変更についてを議

題とします。本案について内容説明を求めます。 

 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

 それでは、議案第３号についてご説明をいたします。議案第３号 町内小中学校ネットワ

ーク整備工事請負契約の変更について、令和２年11月２日付けで請負契約を締結した「町

内小中学校情報ネットワーク整備工事」について、別紙のとおり変更契約を締結するため、

地方自治法第96号 第１項 第５号の規定により議会の議決を求める。令和３年１月15日

提出であります。提案理由でございます。町内小中学校情報ネットワーク整備工事について、

工事内容に変更が生じたため、変更契約を締結するものである。次ページ、別紙をお願いた

します。１．契約の目的でございますが、町内小中学校情報ネットワーク整備工事。２．契

約金額でございますが、変更前、現在の請負金額でございますが、6,223万6,680円に今回の

増額として277万4,420円を加え、変更後の請負契約の金額6,501万1,100円とするものでござ

います。契約の相手方としては、掲げているとおり株式会社長北電設でございます。さらに、

次ページをお願いいたします。参考資料に基づきまして、今回の変更内容のご説明をいたし

ます。学校の要望に伴う無線ＬＡＮアクセスポイントの追加並びに付属設備、フロアスイッ

チ等でございますが、の仕様及び設定の追加による変更でございます。請負金額の変更につ

いては先ほど説明したとおりでございます。具体的な変更の概要でございますが、（１）無
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線ＬＡＮアクセスポイント13箇所の追加で207万1,520円でございます。追加した教室等に

ついては、括弧書きに掲げているとおりでございます。（２）中央小学校電源キャビネット

位置変更として、５万6,100円としております。中央小学校としては、ご存知のとおり教室

の前にワークスペースがございますので、学校の要望のとおりワークスペースのほうに電源

キャビネットを置きたいということで位置の変更をしましたので、ケーブルの延長が生じた

ためでございます。（３）フロアスイッチＬ２スイッチでございますが、仕様の変更を行っ

たことで59万6,000円となっております。これはアクセスポイントについてＬＡＮケーブル

を介して電源が供給できるタイプと分かりましたので、アクセスポイントに電源を供給する

このフロアスイッチＬ２の仕様を電源共通タイプに変えたため、その仕様を変更したもので

あります。最後に（４）既存フロアスイッチＬ３スイッチでございますが、学校現場を見て

いく中で学校図書システムが繋がっておりましたので、それが稼働するようにＬ３スイッチ

の設定の変更を追加するものでございます。以上で議案第３号の説明を終わります。ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（百武辰美君）  

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 岡村達馬議員。 

○４番（岡村達馬君） 

状況内容は全て分かりますけども、以前私たちが国、会計検査等の指導を受けたときに、

参考資料の中の提案の理由もそうなんですけど、変更の概要を書く時にまず理由を書きなさ

い、こういう理由により、もくしはもういう理由のために無線ＬＡＮのアクセスポイント13

箇所を増やしますよと、そういう書き方をしなさいという指導をずっと受けてきたわけです

けども、この（１）から（４）までどういった理由で増やされたのか、追加されたのか、仕

様の変更がなされたのかが理由がよくわからないんですね。そこをお答えいただければと思

います。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

参考資料に掲げているとおりです。まず、学校の要望があったということでございますが、

そもそもこの情報ネットワーク整備工事の実施設計でございますが、令和元年度から令和２

年度に繰越して設計を行いました。具体的に学校現場を回ったのは４月、５月だっただろう
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と思います。その時点で、教頭先生をはじめ学校側の立ち合いを求めたところでございます

が、それを基に設計を組んで入札して11月２日に請負工事の締結についてご承認をいただい

たということでございますが、その後、ご存知のとおりＧＩＧＡスクールのほうが進展をし

ておりまして、タブレット一人一台の配布、または波佐見町においては教育支援システムと

してＧ Ｓｕｉｔｓを使うということで、そういった通達が学校の現場を担っていただいて

いる先生方によく伝わってきたということで、請負契約の締結をしたのちに再度私が学校現

場に回ったときに、現場の先生方から、ここに掲げているようにタブレットが理科室で使え

たらいいよね、被服室で使えたらいいよねという要望をいただきましたので、今回、そうい

う学校の要望に基づいて変更を行ったということでございます。併せてそういった現場を見

る中でキャビネットの変更だったり、または無線ＬＡＮの位置を決める際にこういった改善

があるよねといったご提案をいただきましたので、そういった諸々の意見を吸い上げて、現

時点で分かる範囲で変更をお願いしているという状況でございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村達馬議員。 

○４番（岡村達馬君） 

変更の理由の場合に先ほどご説明いただきましたけども、本来は箇所数とか、スイッチが

増えた減ったはあまりもう問題でなくて、先ほども言いましたように、その増えた減ったも

しくは追加したとの本来の理由が一番知りたいところですので、今後ともお願いをしていき

たいと思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

はい、分かりました。そのように今後とも対処したいと思います。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

一点お尋ねいたします。今回、無線ＬＡＮのアクセスポイントが13箇所追加されておりま

す。理科室、被服室、家庭科室となっておりますが、今回、この特別教室を追加しておりま

す他にアクセスポイントがないところというのは、何か特別教室あるのでしょうか。もしな

いとしたら、今後整備していこうというお考えはあられるのかお尋ねいたします。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 
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今回追加したアクセスポイントを踏まえると、ほぼ校舎の中はアクセスポイントでカバー

できるのかなという思いはございます。理科準備室、被服準備室というところにおいては、

実際アクセスポイントは設けませんが、隣のアクセスポイントからたぶん電波拾えるとおも

いますので、おおかた拾えるということで今回現場のほうで確認をしましたので、大丈夫だ

という認識でございます。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。  

○６番（城後 光君） 

同じく無線ＬＡＮのアクセスポイントの件なんですけど、私、川棚の小串小学校のタブレ

ット授業の視察を以前させていただいたことあるんですけど。そのとき体育の授業でもタブ

レット使っていたんですけど、体育館とか校庭は使えるんでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

尾上議員の質問のところと異なるところが出てきましたので、訂正をしたいと思います。

体育館については今回設けておりません。というのが、今までの使いかたとして先生方が体

育の回転をしたり側転をしたりするというのが、先生たちがタブレットに録画してからやっ

ているというのがあって、生徒たちが実際タブレットを持って体育をするかという話があっ

たときにそこについては不要だろうという話を伺っていますので、現時点では体育館にアク

セスポイントはありません。尾上議員の回答でちょっと齟齬がありましたので、お詫びしま

す。現時点では、そういう状況でございます。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。 

○６番（城後 光君） 

恐らくそうだろうなと思って質問したんですけど、敢えて質問の前に言ったのは、小串小

学校って先進的に長崎県でも全国的にも先進的に取り組まれている学校で、教育分野でも視

察とか多い学校みたいなんですけど、そういうところが、子供たちが自分たちでタブレット

撮って子供たちを指導して、例えば回転するときにこういう回りかたがいいよねというのを

私見たんですね、現実的に。というふうに使っているんですよね、子供たちが。だから、全

然使うの想定しとったほうがいいんじゃないかと思っているので、質問させていただきまし

た。あと、中央小学校に限らないと思うんですけど、中央小学校はワークスペースに電源キ

ャビネット変更されたということなんですけど、これキャビネットって、多分タブレットが
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収納される機器だと思うんですけど、やっぱり中につけちゃうと教室狭くなると思うんです

よね。もちろん、設置場所の関係で中央小学校以外は設置場所がとれない。だから、仕方な

いと思うんですけど、他の授業とかに差し支えはないんですかね。その辺りお願いします。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

まず前段の体育の授業でタブレットを使っていないかということですが、まずは議員がお

っしゃったとおり、タブレットで録画をして見せ合いっこしているというのは事実としてご

ざいます。私も見たことがございますので、それはそれであっているんですよね。無線ＬＡ

Ｎのある無しに関わらず、タブレットの使いかたとしてはそういうことをやっているという

認識でございますので、お願いします。 

あと後段の教室内にキャビネットを置いとるわけでございますが、願わくばと言えばちょ

っと言葉過ぎますが、廊下に置こうかということも考えたのですが、そうなると避難経路を

阻害するということで消防署のほうから許可が下りなかったという経過がございますので、

今のところは教室に置かざるを得ないという状況でございますが、位置等については、現場

の先生方の意見を聞いて微調整をしているところでございますので、授業に支障がないよう

に配置をしたいと考えております。 

○議長（百武辰美君） 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

この議案第３号を見たとき、またかと思ってしまいました。特に教育委員会というのは、

変更が多いところだなというのが実質的な感想ですけどね。尾上議員とか城後議員が言われ

る前に思ったんですけど、こういうことで変更ということで四月からオープンにお使いにな

るんでしょうけど、もう変更はないですか。それと財源は国費ですか。この二点お願いしま

す。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

今回の変更理由は岡村達馬議員の際に若干ふれさせていただきました。本来であれば以前

から兼ねてから申し上げておりましたとおり、変更がないことには越したことはございませ

ん。しかしながら、学校現場と調整をする中において、いろんな要望があがってくるのは事

実でございます。その中でいやもう変更できませんよというのは簡単でございますが、そう
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なると学校現場は混乱いたしますし、最終的に子供たちが使えないという状況がございます

ので、私どもとすればより良いものをつくりたいという思いでこうった変更をお願いをして

いるところでございます。また、今後の変更についてはどうかということでございますが、

今回初めてカテ６号のＬＡＮケーブルを張らせていただいております。やはり距離が長くな

ると、このカテ６のカテゴリーのＬＡＮケーブルは速度が減衰するという特徴がありますの

で、最終的に速度を計測して不備があれば、ハブの追加なりをせんばいかんだろうなと、現

時点で分かる範囲でアクセスポイントを着工する前の時点で今回お願いをするところでござ

いますので、今後の変更についてを尋ねられるとないとは言えないなということで、またお

願いをするしかないのかという思いもございますが、そこはしっかりと現場を見ながら私の

ほうで判断ししかるべき手続きをとって議会のほうへお諮りしたいと考えております。 

これは国費をつかっております。国費の基準については、一教室あたりの平米数に国費の

単価が設けられておりますので、普通クラスプラス特別教室で必要な部分の基準がございま

すので、その中で学校の規模に応じて基準が設けられておりますので、このアクセスポイン

トの増加に伴いまして補助金が増えたり減ったりということはございません。 

○議長（百武辰美君） 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

変更は仕方ないということのお話の内容です。今、城後議員のほうからおっしゃいました、

変更せざる状況になった、各学校に行って参考になった、予算化するという流れの中で、な

ぜ先進的な運営をされている小串小学校の含めて、こういうものが必要なんだなと自分の足

で見に行ったり、そうなんだなというところを加味しながら学校の教員の皆さんの意見を聞

いて予算化するというのが筋じゃないですか。まだ出るかもしれんけん、その時にはお願い

しますじゃなかですよ。こんだけ歴史文化交流館で変更変更で町民からも批判が出ている。

何とかならんとかと言われているわけですよ、我々は。それに対して緊張感もないし、出た

ところで予算化して出すというそういう予算の出し方しか、こっちには伝わって来ませんよ。

ああそうですねって尾上議員に対する回答でまた齟齬してしまうという答弁しよる。言い訳

ばかり言っているんじゃないですか。じゃあこういうことがあったら、今後こういうことが

ないようにしましょうということで、先にこういう調べをしてこれはどうなんですかという

ことをやらないと、全然変わりません。挙句の果てに、工事は修正とか変更がつきものです

とこれで逃げてしまう。その姿勢がなっとらんと思う。教育長どうですか。 
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○議長（百武辰美君） 教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

ご指摘ありがとうございます。確かに、小串小学校は県内でも確かに先進的な取り組みを

されていると存じ上げておりますので、私あるいは指導主事、職員を授業の様子とかいうこ

とに参加をさせたり、あるいは近隣でいけば佐々町辺りの先進的なところについても参観に

行き、その様子については十分に把握はしておりますけれども、これに対する環境的なもの

が波佐見町と川棚町と佐々町の条件がやや違うところがありますから、全てそれを同じよう

にとはできないところがご承知おければ有難いです。 

○議長（百武辰美君） 

関連ありますか。答弁必要ありますか。（「はい。」の声あり） 

教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

ありがとうございます。変更について再三お尋ねがあっておりまして、この議会でも以前

の議会でも変更については、いろいろご指摘をいただいております。冒頭申したとおり、変

更がないことには越したことがございませんが、私一人で全てが設計できるわけではござい

ません。実際使うのは子供たちであり学校の先生でございますので、やはりその意見を聞い

て組み立ていくというのが筋でございます。当然、一番最初にそこまで分かれば越したこと

はございませんが、やはり使う身になってそういう情報を得て学校の先生方もやはりここ欲

しいということで要望がありましたので、それをくんでより良いものにしたいとそういう思

いでございますので、今後ともご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 三石議員。 

○８番（三石 孝君） 

次長の発言ですけどもね、前の発言と同じだから必要ないんですよ。僕は教育長に聞いて

いるんですから。教育長がおっしゃった内容を次長が否定したり、教育長が次長に答弁を求

めたらそうでしょうけども、求めてらっしゃらないんだから、次長が答弁する必要はないん

じないですか。責任者は教育長なんだから。それと、私が言いたいのは、次長がそういう説

明をされますけど、そういう変更が生じたときに、今、近くに先進的な学校があるわけでし

ょう。その様子をしっかり把握しながら、こういうのもありますからどうですかと。教員の

皆さんから聞いたとを実行の予算立てるんじゃなくて、こうなっとるねとだから、尾上議員
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と城後議員の答弁が違うたわけでしょ。だから、事前に調べておいて、その部分で確認しな

がら予算化することが工事費の変更変更にいかない一番の近道だと思うわけですたい。だか

ら、そこについてもっと慎重にやらないといけないというのを歴文から学んだことだろうか

ら、それを今から先の工事とか何とかに生かしてくれといよるわけですよ。どうですか。教

育長。 

○議長（百武辰美君） 教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

ありがとうございます。今おっしゃったように、これまでの経緯の中で変更だとか追加

等々の議案が教育委員会は多かったということは事実でございますので、今後、いまご指摘

のとおり、今回の議案でいけば先進地区の様子を見たり、あるいは現場の先生のご意見をさ

らに丁寧にお聞きをし、波佐見町の実情に合った形で対応するという形で改めて行きたいと

思います。今後気を付けていきたいと思っております。ありがとうございます。 

○議長（百武辰美君） 城後議員。 

○６番（城後 光君） 

三石議員の質問と関連はするんですけど、今回小中学校の情報ネットワーク整備工事なん

ですけど、先ほど次長が答弁されたとおり、エヌ６、高速のネットワーク環境整備するのが

初めてなので分からない部分があるというのは、それは実際そうだと思いますね。実際、速

度は通信してみないと分からない部分がありますので、それは当然なんですけど。ただ前提

として、波佐見町に情報ネットワークに分かる職員さんっているんですかね。というのが、

例えば、こういう入札案件で設計業者さんがこういうのいるよとなればいりますねというの

が精査ができるのかどうか、その辺り別に教育委員会に関わらずですけど、その辺り専門的

な知識を持たれている職員さんっていらっしゃるんですか。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

まず教育委員会の立場からお答えをしたいと思います。専門家がいるかというと、免許資

格を持っておりませんので、当然、現時点ではいないということになりますが、少なくとも

私は以前電算情報係長をしておりましたので、そういった知識の一端は分かっているつもり

でございます。今回、実際、設計書を確認する中でアクセスポイントに電源が供給できるな

ということも分かりましたので、そういった中でもありますし、業者との打ち合わせもそう
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いった過去の知識の中で具体的に言葉をかけて気づき合う中でこういったことできますか、

できませんかという話をしておりますので、そういった中でより良いものをつくっていくし

かないのかなと思っております。一方で役場の電算情報係にもいま優秀な職員がいますので、

その都度私も相談をしていますし、今回のＧ Ｓｕｉｔｓの導入については、電算情報係の

職員に大きく支援をいただいたという事実もございますので、教育委員会だけではなく役場

のそういった部署にも協力をいただいてこの事業進めているということでご理解いただきた

いと思います。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○２番（岡村真由美君） 

まず、３番の（２）の中央小学校に割り当てられる56,100円というのは、ケーブルの線の

延長、教室数のあれですか。何ですか、５万６千円の内訳って。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

教室からワークスペースのほうに移動しましたので、その分電源コードの延長が生じまし

たので、その金額でございます。12カ所でございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○２番（岡村真由美君） 

ケーブルを延長すれば外に出せるという考えなんですね。そしたら、他所の小学校、東小

とか南小とか中学校とかも、もしもあったら延長さえすればできるいうふうなつくりなんで

すね。要するにどこ固定じゃなくてね。引っ張って行けばできるというのと、質問が少なく

なるので、あと先ほど、概要に書いてあるのが理由かなと思ったんですけども、４月、５月

の視察の時に学校側からは特に要望がなかったと。要望がなかった理由というのがよく分か

らないんですけども、タブレットになったから特別教室もいるよねと。タブレットじゃなか

ったら、特別教室いらなかったのかなと。どういう感じで学校側は入れてくれと言われなか

ったのかなと思うんですね。それともう一つは体育館ですね。先ほど、体育の授業と限定さ

れましたけど、体育館というのは例えば大きなスクリーンを持って行って、例えば模範授業

をするとか、テレビ会議をするとか、それを生徒たちが全員で見るとかですね。そうした場

にはなるんですよね。そうしたときにどこよりはいるのは体育館かなと思います。新聞等で

取り上げられている県下だけでもいいんですけど、やっているのに波佐見とか絶対登場しな
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いんですよね。遅れている進んでいると先ほど教育長さんがおっしゃいましたけど、遅れて

いるから遅れていていいのかと。遅れているのなら先に行くような気持ちで、国費であれば、

国費でやるんであれば、他所にはないくらいの設備をきちんと揃えてからスタートしてもら

いたい。最初にタブレットがあとで配布されるようになったので、バタバタというのはある

かもわかりませんけれども、今から先もいろいろされると思うんですけども、本当に良いも

のを施設に関しては特にそれを用意しておいて、私一般質問で言いましたけど、タブレット

等のもらいはしたけど使えない。やれるけど、ちょこっとここしかだめであとはもう電源が

ない、できないとかですね。先生たちが大変だとか、そういうことがないように。せっかく

配布されるものが、子供たちの手によって先生方によってフル活用できるようによろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 教育次長。 

○教育次長（福田博治君） 

まず前段のキャビネットの移動でございますが、移動はできます。しかし、先ほど言った

とおり、廊下に置くとなるとちょっと消防法に抵触するということでございますので、もし

仮に将来的に廊下に置こうとなったときにどういう法的なクリアできる基準があるかという

のは先の話かなと思います。次に体育館が必要ということで、尾上議員から城後議員の質問

の際に私あっと思ったのは、実際そうなんですね。実際、学校現場もそうじゃないかなと思

うんですね。人で言われてあっと気付くというのがあるとですよね。そういった中で、今岡

村真由美議員がおっしゃったとおり、体育館いろいろ使うよねと言われたときに地域の方が

来たときにタブレット使えたらいいと思ったので、使えたらいいねという思いがあります。

やはり、そういったところでいろいろなご意見を聞いて、岡村真由美議員おっしゃったとお

り、より良いものをつくりたいという思いはありますので、その中でどうしても変えていく

ところ、どうしてもやはり最初から完璧というのは難しうございます、正直言って。なので、

そこら辺については、いま議会で論議をしているように、皆さんのご意見を聞いて変えてい

くときは変えていくということでさせていただきたいと思います。体育館の無線ＬＡＮにつ

いては、やはり事務局に持ち帰って、また学校の先生方のご意見聞いて検討したいと思いま

すので、変更ないこと越したことございませんが、やはりそういったことでお願いする場合

もございます。ご理解お願いいたしします。 

○議長（百武辰美君） 教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

力強いご指摘ありがとうございました。おっしゃたように隣町川棚町など先進的に行われ

ている事案を私たち横から見ながら、早く川棚町に追いつきたいという思いを強く持ってお

りますし、ただ、厳しい状況の中で少しずつ前に進んでいくしかないと思っておりますが、

目標としては早く川棚町に追いつき追い越したいと強く思っておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（百武辰美君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号 町内小中学校情報ネットワーク整備工事請負契約の変更について

を採決します。 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和３年第１回波佐見町議会臨時会を閉会します。 

 御起立ください。お疲れさまでございました。 

午後１時34分 閉会 
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